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伊仙町HPにアクセス！
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2広報いせん  令和 5 年 3月号（No.386）

令和4年 いせん  チャレンジ隊の旅
　
12
月
24
日(

土)

か
ら
12
月
28
日(

水)

ま
で

の
5
日
間
の
日
程
で
「
い
せ
ん
チ
ャ
レ
ン
ジ
隊

の
旅
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
本
事
業
は
、
未
来

の
伊
仙
町
を
支
え
る
青
少
年
に
対
し
、
体
験
活

動
を
重
視
す
る
と
と
も
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
文
化

や
人
と
の
交
流
を
通
じ
て
、
鍛
錬
と
感
動
の
場

を
大
切
に
し
、
青
少
年
の
健
全
育
成
と
リ
ー
ダ
ー

育
成
を
目
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
町
内
各
小
・
中
学
校
か
ら
17
名

の
子
ど
も
た
ち
が
参
加
し
、
大
分
・
宮
崎
・
鹿

児
島
を
中
心
に
共
同
生
活
を
行
い
、
交
流
を
深

め
ま
し
た
。

　
最
初
は
な
か
な
か
う
ま
く
滑
れ
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
練
習
を
重
ね
る
う
ち
に
み
ん
な
上
手
に
滑
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
初
め
て
見
る
雪
に
、
子
ど

も
た
ち
は
と
て
も
嬉
し
そ
う
で
し
た
。

　
ス
ト
レ
ス
の
低
減
・
集
中
力
向
上
・
免
疫
機

能
向
上
・
思
い
や
り
や
共
感
性
の
向
上
な
ど
の

効
果
が
あ
る
瞑
想
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

ス
キ
ー
体
験
（
大
分
県
）

座
禅
体
験
（
鹿
児
島
県
）
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特 集

令和4年 いせん  チャレンジ隊の旅伊仙町われんきゃ
未来教育会議

※本事業は、ふるさと納税を活用しています。

■
子
ど
も
た
ち
の
感
想

●
リ
フ
ト
に
乗
っ
て
ゲ
レ
ン
デ
の
上
か

ら
滑
る
と
、
体
に
当
た
る
風
が
気
持

ち
よ
か
っ
た
。
徳
之
島
で
は
見
る
こ

と
の
で
き
な
い
動
物
た
ち
を
見
る
こ

と
が
で
き
た
。

●
徳
之
島
で
は
で
き
な
い
体
験
が
で
き

た
。
他
の
学
校
の
子
ど
も
た
ち
と
仲

良
く
な
れ
た
。
自
分
一
人
で
で
き
な

い
こ
と
で
も
、
み
ん
な
で
や
れ
ば
乗

り
越
え
ら
れ
た
り
、
初
対
面
の
人
と

話
し
た
り
、
仲
良
く
な
っ
て
い
く
う

ち
に
人
と
関
わ
る
こ
と
っ
て
す
ご
く

楽
し
い
な
と
感
じ
ら
れ
た
。

●
徳
之
島
で
は
で
き
な
い
様
々
な
活
動

を
通
し
て
、
今
ま
で
に
な
い
気
づ
き

が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
。

●
み
ん
な
で
助
け
合
い
な
が
ら
、
少
し

ず
つ
上
達
し
て
い
く
の
が
と
て
も
お

も
し
ろ
く
楽
し
か
っ
た
。

●
初
め
て
乗
っ
た
リ
フ
ト
は
、
少
し
下
を

見
る
と
怖
か
っ
た
。
ゲ
レ
ン
デ
で
は
、

す
ご
く
早
く
滑
れ
て
楽
し
か
っ
た
。

●
ス
キ
ー
体
験
は
、
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
怖

く
て
、め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
楽
し
か
っ
た
。

●
ふ
と
ん
の
た
た
み
方
が
き
れ
い
に

な
っ
た
。
自
分
の
意
見
が
言
え
る
よ

う
に
な
っ
た
。

■日程表
日付 スケジュール

1日目 12月24日
（土）

出発式→鹿児島着→大分移動→
九重青少年の家

2日目 12月25日
（日）

九重森林公園スキー場（スキー体験）→
宮崎移動→むかばき青少年自然の家

3日目 12月26日
（月）

フェニックス自然動物園→
フローランテ宮崎

4日目 12月27日
（火）

青島神社→鹿児島移動→
護国山法城院（座禅体験）→鹿児島港

5日目 12月28日
（水） 亀徳港→解散式
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特 集

伊
仙
町
よ
り
2
名
1
団
体
が

”あ
ま
み
地
域
づ
く
り
褒
賞

 を

”

授
与
さ
れ
ま
し
た

　
珈
琲
農
園
を
営
み
な
が
ら
、
若
手
生
産
農

家
の
育
成
や
中
学
生
向
け
の
コ
ー
ヒ
ー
の
苗

の
植
え
付
け
体
験
の
実
施
な
ど
、
地
域
に
密

着
し
た
活
動
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
島
外

か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
受
け
入
れ
、
農
業

に
関
す
る
人
材
育
成
の
場
を
提
供
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
コ
ー
ヒ
ー
の
木
に
着
目
し
、
こ
れ

ま
で
捨
て
ら
れ
て
い
た
部
分
に
価
値
を
見
い

だ
し
、
新
商
品
を
開
発
す
る
こ
と
で
、
生
産

者
の
増
収
や
雇
用
機
会
の
増
加
に
つ
な
が
る

取
り
組
み
を
行
っ
て
お
り
、
地
域
産
業
の
振

興
に
貢
献
し
て
い
る
。

　
長
年
に
わ
た
り
、
町
内
の
各
小
中
学
校
に

門
松
や
手
作
り
竹
馬
の
寄
贈
を
す
る
な
ど
、

献
身
的
な
活
動
を
行
う
と
と
も
に
、
集
落
の

伝
統
芸
能
の
継
承
や
、
竹
細
工
を
通
じ
た
昔

遊
び
を
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
る
活
動
に
よ
っ

て
、
青
少
年
育
成
に
貢
献
し
て
い
る
。

　
平
成
27
年
に
保
存
会
を
設
立
し
、
令
和
元

年
度
に
町
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
約
1
0
0

年
続
く
棒
踊
り
の
伝
統
文
化
継
承
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

　
子
ど
も
の
誕
生
祝
い
や
成
人
祝
い
、
新
築

棟
上
げ
式
な
ど
で
舞
い
を
披
露
す
る
と
と
も

に
、
担
い
手
の
育
成
を
行
う
な
ど
、
地
域
生

活
に
根
差
し
た
伝
統
文
化
の
継
承
に
大
き
く

貢
献
し
て
い
る
。

　
令
和
4
年
度
「
あ
ま
み
地
域
づ
く
り
褒
賞
」

が
決
定
し
、
対
象
11
個
人
団
体
の
う
ち
、
伊

仙
町
か
ら
は
幸こ
う
や
ま山
忠た
だ
し
げ重
氏
、
宮み
や
で出
博ひ
ろ
し史
氏
、

西
伊
仙
東
棒
踊
り
保
存
会
の
2
名
と
1
団
体

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

〇
あ
ま
み
地
域
づ
く
り
褒
賞
と
は

　
鹿
児
島
県
大
島
支
庁
が
、
か
ご
し
ま
未

来
創
造
ビ
ジ
ョ
ン
を
踏
ま
え
、
平
成
31
年

3
月
に
策
定
し
た
「
奄
美
地
域 

地
域
振

興
の
取
組
方
針
」
に
基
づ
く
各
種
策
定
の

展
開
に
寄
与
し
、
功
績
が
顕
著
で
あ
る
個

人
ま
た
は
団
体
に
つ
い
て
、
そ
の
功
績
を

た
た
え
る
た
め
に
創
設
し
た
も
の
で
す
。

■
宮み

や
で出 

博ひ
ろ
し史

氏

■
幸こ

う
や
ま山 

忠た
だ
し
げ重

氏

■
西
伊
仙
東
棒
踊
り
保
存
会

■表彰状は代理人の永田喜美代氏が
　受け取りました。
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一
年
間
の
無
火
災
と

無
病
息
災
を
祈
り
、
伊

仙
町
役
場
か
ら
伊
仙
中

学
校
ま
で
い
せ
ん
保
育

園
と
幸
徳
保
育
園
の
園

児
と
と
も
に
パ
レ
ー
ド

を
行
い
、
伊
仙
中
学
校

で
は
、
消
防
出
初
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
大
久
保

町
長
か
ら
「
自
分
た
ち

は
自
分
た
ち
で
守
る
を

基
本
に
、
災
害
に
強
い

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し

た
い
」
と
抱
負
が
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

　
消
防
団
員
に
よ
る
ポ

ン
プ
操
法
で
は
、
火
災

を
想
定
し
て
、
標
的
物

へ
の
放
水
を
行
い
、
地

域
防
災
の
心
意
気
を
新

た
に
し
ま
し
た
。

　
伊
仙
町
糖
業
振
興
会
主
催
に
よ
る
、
2
0
2
3
年
サ
ト
ウ

キ
ビ
春
植
え
出
発
式
が
開
催
さ
れ
、
南
西
糖
業
㈱
、
J
A
あ

ま
み
徳
之
島
事
業
本
部
、
鹿
児
島
県
農
業
共
済
組
合
南
大
島

支
所
な
ど
の
関
係
機
関
約
40
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
大
久
保
町
長
を
始
め
、
J
A
あ
ま
み
徳
之
島
事
業
本
部
の

平
山
統
括
理
事
や
南
西
糖
業
㈱
の
網
島
徳
之
島
事
業
本
部
長

の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
大
久
保
町
長
は
、「
ビ
レ
ッ
ト
プ
ラ
ン

タ
ー
の
活
用
を
推
進
し
、
面
積
拡
大
に
努
め
る
と
共
に
、
畑

か
ん
推
進
を
行
う
こ
と
で
単
収
向
上
に
つ
な
げ
て
い
く
。
今

期
の
春
植
え
目
標
面
積
3
0
0
h
a
達
成
に
向
け
て
、
行
政

だ
け
で
は
な
く
、
南
西

糖
業
や
J
A
が
一
丸

と
な
っ
て
頑
張
っ
て
ま

い
り
ま
し
ょ
う
」
と
集

ま
っ
た
関
係
者
を
激
励

し
ま
し
た
。

　
最
後
に
は
、
赤
い

タ
オ
ル
を
巻
き
、
J
A

あ
ま
み
徳
之
島
事
業
本

部
糖
業
農
政
課
の
窪
田

さ
ん
の
「
が
ん
ば
ろ
う

三
唱
」
で
気
勢
を
上
げ

ま
し
た
。

令
和
4
年
度 

伊
仙
町

公
民
館
講
座
閉
講
式
が

開
催
さ
れ
ま
し
た

防
災
へ
の
決
意
新
た
に

春
植
え
出
発
式

01
28

01
04

02
07

　
3
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、
約
80
名
の
参
加
が
あ

り
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
受
講
生
が
1
年
間
の
学
習
の
成

果
を
披
露
し
ま
し
た
。
は
じ
め
に
、
教
育
長
か
ら
受
講
証
と
皆

勤
賞
の
授
与
が
あ
り
、
そ
の
あ
と
4
講
座
の
舞
台
発
表
、
受
講

生
代
表
の
感
想
発
表
等
が
あ
り
ま
し
た
。
は
じ
め
て
の
島
唄
・

三
味
線
教
室
を
受
講
し
た
山
口
万か

ず
は葉
さ
ん
（
12
歳
）
は
「
半
年

間
の
講
座
で
『
徳
之
島
ち
ゅ
っ
き
ゃ
り
節
』
と
『
徳
之
島
小
唄
』

を
弾
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
初
め
は
バ
チ
の
持
ち
方
も
わ

か
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
い
つ
の
間
に
か
下
を
向
い
た
り
、
楽

譜
を
見
ず
に
弾
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
み
ん
な
と
三
味
線

を
弾
け
て
ど
ん
ど
ん
上
達
し
て
い
く
の
が
わ
か
っ
て
嬉
し
か
っ

た
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
新
し
い
歌
に
挑
戦
し
た
り
、
祖
父
や
弟

と
一
緒
に
三
味
線
を
弾
き
た
い
で
す
。」
と
感
想
を
述
べ
て
く
れ

ま
し
た
。
ま
た
、終
活
講
座
を
受
講
し
た
迫
田
妙
子
さ
ん
は
、「
コ

ロ
ナ
が
発
生
し
、
不
安
な
気
持
ち
に
な
り
将
来
の
事
を
考
え
て

終
活
講
座
を
受
講
し
ま
し
た
。
今
ま
で
は
心
の
中
に
迷
い
が
あ

り
ま
し
た
が
、
人
生
後
半
期
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
、
と

て
も
勉
強
に
な
り
、今
後
の
生
活
に
役
立
て
よ
う
と
思
い
ま
す
。」

と
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
英
会
話
教
室
生
に
よ
る
、
英
語
・
島
口
を
交
え
た
寸

劇
や
民
舞
に
よ
る
「
奄
美
よ
さ
こ
い
」
な
ど
元
気
の
出
る
演
目

も
あ
り
、
会
場
を
わ
か
し
て
い
ま
し
た
。
1
階
に
は
生
け
花
や

粘
土
作
品
な
ど
が
並
び
、
会
場
に
来
た
人
の
目
を
楽
し
ま
せ
て

い
ま
し
た
。
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伊
仙
町
町
制
施
行
60
周
年
特
別
連
載 

広
報
い
せ
ん
の

あ
ゆ
み
は
本
号
で
最
終
回
と
な
り
ま
す
。
1
年
間
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
最
終
回
と
な
る
今
回
は
10
年
前
の
平
成
25
年
11
月
号
よ
り
、
奄
美
群
島
日
本

復
帰
60
周
年
記
念
第
54
回
伊
仙
町
町
民
体
育
祭
を
掲
載
し
た
記
事
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

広
報
い
せ
ん
の

　
　
　    

あ
ゆ
み

最終回

伊
仙
町
町
制
施
行
60
周
年
特
別
連
載 

⃝

県
庁
障
害
福
祉
課

⃝

く
ら
し
支
援
課

●
世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー
・

　
発
達
障
害
啓
発
週
間
に
つ
い
て

●
軽
自
動
車
税
に
つ
い
て

　
毎
年
4
月
2
日
は
国
連
が
定
め
た
「
世

界
自
閉
症
啓
発
デ
ー
」
、
ま
た
、
同
日
か

ら
8
日
ま
で
は
「
発
達
障
害
啓
発
週
間
」

で
す
。

　
自
閉
症
を
は
じ
め
と
す
る
発
達
障
害
の

方
は
、
他
人
の
意
図
や
感
情
を
直
感
的
に

理
解
し
た
り
、
言
葉
を
適
切
に
使
う
こ
と

な
ど
が
苦
手
な
場
合
が
あ
り
、
学
校
や
職

場
で
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
や
困
難
に
直
面
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
は
、
親
の
し
つ
け
や
家
庭
環
境

が
原
因
で
は
な
く
、
脳
機
能
の
発
達
に
関

係
す
る
も
の
で
、
見
た
目
に
は
障
害
が
あ

る
こ
と
が
わ
か
り
に
く
い
た
め
、
行
動
や

態
度
が
誤
解
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
発
達
障
害
の
特
徴
を
知
り
、
正
し
く
理

解
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
　
県
庁
障
害
福
祉
課

　

T
E
L

：

0
9
9-

2
8
6-

2
7
4
4

　

F
A
X

：

0
9
9-

2
8
6-

5
5
5
8

　

e-

m
a
i
l

：s-ryouiku@
pref.

　kagoshim
a.lg.jp

　
軽
自
動
車
税
は
、
4
月
1
日
現
在
の
所

有
者
に
税
金
が
課
さ
れ
ま
す
。

　
4
月
2
日
以
降
に
廃
車
し
た
場
合
で
も

令
和
5
年
度
の
税
金
は
か
か
り
ま
す
。

　
ま
た
、
4
月
2
日
以
降
に
名
義
変
更
を

行
っ
た
場
合
、
4
月
1
日
現
在
の
所
有
者

が
納
税
義
務
者
と
な
り
ま
す
の
で
、
譲
渡

を
さ
れ
た
方
や
廃
車
を
す
る
予
定
の
あ
る

方
は
、
3
月
31
日
ま
で
に
手
続
き
を
お
済

ま
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
　

　
く
ら
し
支
援
課 

軽
自
動
車
税
担
当

　

T
E
L

：
8
6-

3
1
1
1
（
内
線
59
）

「伊
仙町写真館」へ
掲載したい写真を
募集します。



タイトル
『春の訪れ』
投稿者：Ｎさん（西阿三）

町長の動き
伊仙町長の1 ヵ月の主な動静を紹介いたします。

月日 行事 場所

1/18（水） 世界自然遺産5地域 第1回会合
屋久島町

19（木） 屋久島 視察
20（金） 令和5年 第1回伊仙町議会臨時会 伊仙町

23（月） 令和 4 年度 奄美振興開発総合調査に係る奄美選出
県議会議員、市町村長・議会議長第 3 回意見交換会 奄美市

26（木）
「ポート・オブ・ザ・イヤー 2022」表彰式

東京
港湾関係団体新春賀詞交歓会

27（金）
㈱デベロップ本社 表敬訪問
関東徳洲会 表敬訪問

28（土） 徳之島地域赤土新ばれいしょ「春一番」出発式及び
鹿児島ブランド指定 10 周年記念大会  天城町

29（日） やすおか宏武 新春「第 5 回チャレンジ 2023」 
鹿児島市

30（月） 令和 4 年度 鹿児島県周産期医療協議会

31（火）
㈱中西製作所 社長 中西 一真様 来庁

伊仙町
伊仙町誌「近現代部会」委員 来庁

2/1（水） 赤土新ばれいしょトップセール及び消費地会議 名古屋・横浜

3（金） 鹿児島県知事へ面縄港に関する要望活動  鹿児島市

6（月）

職員全体朝礼

伊仙町

とくのしま伊仙まちづくり協同組合辞令交付式
徳之島ビジョン㈱  来庁 海底ケーブル断線に関する報告

㈱義村商店【ダイマルグループ】と伊仙町との
「高齢者等の見守り活動に関する協定書」とくしまる調印式

奄美パーク 園長 宮崎 緑様 来庁
令和 4 年度 徳之島用水土地改良区第 4 回理事会 徳之島町

7（火）

さとうきび春植え出発式

伊仙町

公益社団法人鹿児島県民総合保健センター定例理事会
（Web）

令和 4 年度 第 4 回臨時評議員会（Web）
8（水） 伊仙町土地改良区理事会

9（木）

㈲松永酒造 松永 晶子様 来庁
日本郵政㈱ 社長 増田 寛也様 来庁
区長会

10（金） 令和 4 年度 市町村長研修会及び各種会議 鹿児島市

14（火） 第 5 回奄美群島新ビジョン懇話会 奄美市

15（水） 徳之島地区消防組合臨時会 徳之島町

7

伊仙町 LINE 公式アカウント

はじめました!
●QRコードから友だち追加
LINEアプリの
「友だち追加」→「QRコード」で
右のQRコードを撮影し、ご登録ください。

伊仙町役場 未来創生課  TEL.0997-86-3111（内線23）

●町のイベント情報を配信
●ゴミの日の朝に通知
●チャットボットでいつもゴミの捨て方を調べられる
●船や飛行機の運行状況を素早く確認

●災害時には、近くの避難所検索が可能
●防災無線も受信可能
●自分に必要な情報だけを受信可能

伊仙町の
情報をあなたの
携帯に

友だち
登録を

まずは

　誕生日やイベントなどの記念写真、
面白風景やハプニング写真、お気に入りの

写真などジャンルは問いません。

　下記、二次元コー
ドを読み取り、必要
事項をご記入のうえ、
写真データを添付し
てご応募ください。

※ご提供いただきました個人情報、および
画像については伊仙町個人情報保護条例
の遵守、肖像の保護により万全の措置をと
らせていただきます。

「伊
仙町写真館」へ
掲載したい写真を
募集します。



8広報いせん  令和 5 年 3月号（No.386）

     モンベルフレンドショップに
 6店舗が追加登録されました！

　モンベルクラブとは、総合アウトドアメーカーである株式会社モンベルが有する有
料制の会員組織です。(会員は約108万人)フレンドエリアは、令和4年12月現在、全国
117エリアが登録されています。

■伊仙町内のフレンドショップ

『フレンドショップ』新規登
録を希望される施設や店舗
がございましたら、きゅらま
ち観光課まで、お問い合わ
せください。

❶ 伝泊～海みるテラスの宿～

❷ 伝泊～だんだん芝生と海の宿～

❸ 伝泊～時うつろう小屋組の宿～

❹ 直売所 百菜

❺ 徳之島ゲストハウス みち

❻ NPO 法人 虹の会

❼ 阿権浜 しぜん館

❽ ゲストハウス 瀬田

❾ ヴィラ あむとぅ 2 番館

追加登録ショップ

　伊仙町は、令和4年4月1日モンベルクラブ・フレンドエリ
アに登録し、観光誘客に力を入れ、伊仙町の魅力発信を
進めています。そこで、アウトドアや自然が大好きなより多
くのモンベル会員様に伊仙町に訪れて楽しんでいただくと
ともに、町内各施設の利用促進を図るため、地域の魅力
を発信していただける“フレンドショップ”がこの度、6店舗
加わりました。
※モンベルフレンドショップは、フレンドエリア内にあり、
モンベル会員が来店した際に優待特典を提供する施設や
店舗です。

■直売所 百菜

■ＮＰＯ法人 虹の会

■阿権浜 しぜん館
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・指定難病患者1名分
・申請は年間2回まで
・船舶又は航空運賃の全額
（離島割適用、徳之島～鹿児島間が限度）

重度心身障害者医療費助成について

指定難病患者旅費助成について

医療機関で支払った保険適用内の医療費を助成します。

指定難病受給者証をお持ちの方が、その指定難病の治療を目的に
島外の医療機関に通院・入院する際の旅費を助成します。

　申請には医療機関の証明が必要です。
必ずご出発前に地域福祉課までお越しください。

対象者

助成限度

申請方法

身体障害者手帳・療育手帳をお持ちの方
医療費助成の対象ではないですか？

指定難病受給者証をお持ちの方
ご確認ください。

・身体障害者手帳1級又は2級をお持ちの方
・療育手帳A1又はA2をお持ちの方
・身体障害者手帳3級と療育手帳B1の両方を
  お持ちの方

※被保護世帯は対象外となります。

下記のものを持参の上、地域福祉課にて申請できます。
①医療機関受診の際の領収書（直近6ヶ月以内）
②印鑑

お問い合わせ 伊仙町役場 地域福祉課 障害福祉係  TEL.0997-86-3111（内線63）
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人口の動き
（2022 年1月末日現在）
※総人口は、外国人含む。

総人口 6,376 人

男 3,246 人

女 3,130 人

世帯数 3,478 世帯

出生 5 人

死亡 12 人

転入 38 人

転出 16 人

お
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落
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布
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前
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西
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絵
美

兵
庫
県

香
典
返
し
　
金
一
封
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た
だ
き
ま
し
た
。
※
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会
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祉
協
議
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受
付
　

集
落
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（
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人
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年
齢

○
中
伊
仙
西

牧
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ツ
エ
さ
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牧
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93
歳

産まれて
きてくれて
ありがとう

伊 仙 町 商 工 会 の 窓

 お 買 い 物 は 、ぜ ひ 町 内でお 願 いします。

わが町のアイドル募集！

 伊仙町役場  未来創生課
 TEL 86-3111（内線 27）お問い合わせ

町のみなさんに素敵な笑顔を届けてみませんか？
毎月10日までに、右記二次元コードを読み取り、必要事項
を入力し、掲載希望写真を添付いただきご送付ください。

 杉山  暖
だ ん く

空くん （1ヵ月）

長寿・子宝日本一の
町！

( 株 )フクジュテクノ

福永石油

(株 )アークス

徳之島リース
T E L 0997-95-0003

T E L 0997-95-0001

住   所 伊仙町糸木名 190-5

住   所 伊仙町糸木名 190-4


